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石化原料のナフサ、半年で 5 割安 アジアの需要後退 

石油化学製品の原料となるナフサ（粗製ガソリン）がアジア市場で値下がりしている。スポ

ット（随時契約）価格は 1 トン 630 ドル台と、ロシアのウクライナ侵攻で高騰した 3 月上

旬に比べ 5 割安い。原油安に加え、中国の景気停滞でアジアの石化需要が鈍っている。国内

の値上げラッシュの一因だったプラスチック製品の値上がりに歯止めがかかる可能性があ

る。 

 

アジアで取引されるナフサのスポット価格は 9 月 27日現在で 1トン 633 ドル前後。ウクラ

イナ侵攻後の 3 月 7 日には、原油高を受けて 1184 ドル前後と 2008 年 7 月以来、約 14 年

ぶりの高値をつけていた。その後は下落が続き、9 月 8 日には直近高値より 47%安い 626

ドル前後と、21年 8 月以来の低水準まで下がった。 

 

ナフサはガソリンや軽油と一緒に原油から精製する。石化会社はナフサをエチレン、プロピ

レンといった基礎化学品に分解し、さらにポリエチレン、ポリプロピレンなどの合成樹脂

（プラスチック）を作る。基礎原料であるナフサの価格は、幅広い石化製品の価格指標とな

る。 

 

アジアで原油価格の指標となる中東産ドバイ原油は 3月、約 14年ぶりの高値となる 1 バレ

ル 128.8 ドルまで上昇した。ウクライナ危機で、ロシア産原油の供給が滞るとの思惑が広が

ったためだ。だがその後は米欧中銀の利上げによる景気後退懸念で反落。いまは直近高値に

比べて 3割安い。 

 

原油安に加えてナフサ価格を押し下げたのが、中国の石化需要低迷だ。中国では厳格なゼロ

コロナ政策で景気が停滞している。中国国家統計局によると、石化需要の目安となるエチレ

ンの生産量は 8 月、222 万トンと前年同月に比べて 9%減った。 

 

伊藤忠総研の武田淳チーフエコノミストは「中国ではロックダウンの影響で消費行動に慎

重さが残る。不動産景気の減速で建設工事も落ち込んでおり、幅広く使われる化学製品に景

気の弱さが波及している」と話す。 
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中国の需要低迷でアジア全域の石化製品に余剰感が強まっている。石油化学工業協会（石化

協、東京・中央）によると、低密度ポリエチレンとポリスチレンの 8 月の海外向け出荷量

は、前年同月に比べて 4割少ない。 

 

国産のナフサ価格はアジア産などのナフサ輸入価格に連動して、四半期ごとに後決めする。

4～6 月の国産価格は、3 月までのナフサ高騰を受けて前の期比 33%高い 1 キロリットル 8

万 6100 円と、過去最高値をつけた。プライムポリマー、日本ポリエチレン、日本ポリプロ

といった国内石化会社は、国産ナフサ高を理由に合成樹脂を値上げした。9月現在の価格は

1 年前に比べて 2～3 割高い。 

 

アジアのナフサ安で、7～9 月以降の国産ナフサ価格は落ち着きそうだ。円安が輸入価格を

押し上げているが「22 年下期の価格は 7 万～8 万円で推移する」（藤本健介プライムポリマ

ー社長）と、小幅下落を見込む声が多い。 

 

石化協によると、1～6 月の主要 4 樹脂の国内出荷量は前年同期に比べて 3～9%少ない。7

月も前年同月を下回る。自動車の減産に加え、値上がりが需要に響いているとみられる。食

品ラップ、トレーといったプラスチック製品のメーカーは、合成樹脂の値上がりを理由に値

上げ交渉を進めるが、買い手の抵抗にあっている。 

 

国産ナフサの価格が想定以上に落ちこめば、合成樹脂の高値を支える根拠が薄れる。需要家

の値下げ要求が強まる可能性もあり、プラスチック製品の値上げが一段と難航する可能性

がある。 
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続落 1 ドル=144 円 80～90 銭で終了 米長期金利の上昇で 

27日のニューヨーク外国為替市場で円相場は小幅に 3日続落し、前日比 10銭円安・ドル高

の 1ドル=144 円 80～90銭で取引を終えた。米長期金利が一時 3.99%と 2010 年 4月以来、

12 年ぶりの水準に上昇し、日米金利差の拡大を手がかりとした円売り・ドル買いが優勢だ

った。 

 

欧米の主要中央銀行の金融引き締めが長期化する見通しが強まり、米長期金利の上昇が続

いた。27 日はセントルイス連銀のブラード総裁がインフレ抑制のために粘り強く金融引き

締めを続ける必要性を主張し、ミネアポリス連銀のカシュカリ総裁は「現在の引き締めペー

スは適切だ」と述べた。インフレ抑制を優先して大幅利上げを続ける米連邦準備理事会（FRB）

と緩和を継続する日銀との金融政策の違いも意識された。 

 

主要中銀の急激な金融引き締めが欧州を中心とした景気懸念につながっており、対ユーロ

などでドル買いが続いたのも円の重荷となった。 

 

一方、145 円に近づくと円は下げ止まった。日本政府が再び円買い・ドル売り介入を実施す

る可能性が意識され、円相場を下支えた。 

 

この日の円の安値は 144 円 90 銭、高値は 144 円 39 銭だった。 

 

円は対ユーロで小幅に上昇し、前日比 5 銭円高・ユーロ安の 1 ユーロ=138 円 85～95 銭で

取引を終えた。 

 

ユーロは対ドルで 6 日続落し、前日比 0.0015 ドル安い 1 ユーロ=0.9590～0.9600 ドルで終

えた。イタリアで極右政権が誕生する見通しとなり、同国や欧州経済を取り巻く不透明感が

一段と強まった。 

 

ユーロの安値は 0.9570 ドル、高値は 0.9648 ドルだった。 

日本経済新聞 
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三菱商事、米国でアンモニア製造検討 最大年 1000 万トン 

三菱商事が米テキサス州で燃料用アンモニアの製造拠点の立ち上げを検討していることが

27 日分かった。想定では 2030 年代前半に稼働を始める予定で、生産能力は最大で年 1000

万トンと、世界最大級の製造拠点となる可能性がある。三菱商事は今後数年かけて事業化で

きるか精査したうえで、具体的な事業計画や投資規模を検討する。 

 

経済産業省が 28日に主催する国際会議で、コーパス・クリスティ港（テキサス州）の運営

を担う港湾当局と用地使用に向けた覚書を結ぶ。同港は米最大のエネルギー製品の輸出拠

点で、三菱商事は生産するアンモニアを日本やアジア諸国などに輸出する。 

 

アンモニアは天然ガスから水素と二酸化炭素（CO2）に分離し、水素を窒素と反応させて製

造する。今回のプロジェクトでは製造過程で発生した CO2 を回収・貯留する「CCS」を活

用することで「ブルーアンモニア」となる見通しだ。 

 

現在の想定では 30 年代前半に稼働を始め、徐々に生産量を増やす方向で検討を進める。最

大で年 1000 万トンまで生産能力を拡張する余地がある。日本政府は 30 年に 300 万トンの

燃料用アンモニアの需要を見込んでおり、実現すれば約 3倍の規模となる。 

 

アンモニアは燃焼時に CO2 を出さないクリーンエネルギーとして注目されている。三菱商

事は今回のプロジェクトのほか、カナダでは英シェルと、米国では石油・天然ガス大手の米

デンバリー子会社と燃料用アンモニアの生産をそれぞれ検討している。三井物産もオース

トラリアに工場を建設し、日本に年 100 万トン輸出する計画で、商社各社が世界でアンモ

ニアの調達に動いている。 

 

 

 

日本経済新聞 
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ロシア、来月ＯＰＥＣプラス会合で 100 万バレル減産提案か 

石油輸出国機構（ＯＰＥＣ）と非加盟産油国でつくる「ＯＰＥＣプラス」が１０月５日に開

く閣僚級会合で、ロシアが日量１００万バレル前後の減産を提案する公算が大きい。ロシア

の考えに詳しい関係者が２７日、明らかにした。 

 

原油価格は下落傾向にあるため、ＯＰＥＣプラスのもう一方の有力メンバーであるサウジ

アラビアも減産は可能と表明できる情勢になっている。 

 

ただ４人のＯＰＥＣプラス筋は、閣僚間でまだ次回会合に向けた話し合いは始まっていな

いと述べた。 

 

ＯＰＥＣプラスは、これまで米国など主要消費国からの増産要求に応じていない。それでも

原油価格は、世界経済の先行き懸念やドル高を受け、今月になって急速に下げ足を速めてい

る。 

 

 

 

ロイター 
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化学工業日報 
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Pj ｗeb news 
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ENEOS、発電用 C重油を値上げ 7～9月 9% 

 

石油元売りの ENEOSは、主に電力会社が発電用に使う低硫黄 C 重油（硫黄分

0.3%）の 7～9 月期の価格を 4～6 月期に比べ 9750 円（9%）高い 1 キロリ

ットル 11 万 6720 円に引き上げると決めた。引き上げは 7 四半期連続。円安

などを反映した。 

大手需要家と交渉を進めていたボイラー燃料に使う高硫黄 C 重油（硫黄分

3%）は、同 3530 円（4%）高い 1 キロリットル 9 万 7890 円となった。引

き上げは 9 四半期連続。 

原料の相場変動を反映する「フォーミュラ制」に織り込まれている重油の海外

市況が下がったが、円安が進み値上げにつながった。 

日本経済新聞 
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